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受理番号 陳情３第３５号 受理年月日 令和３年１１月１２日 

件 名 
陳情書「学童民営化費用シミュレーションの妥当性について説明を求

める」 

 

【陳情の趣旨】 

令和３年９月１３日の文教・子ども委員会へ提出された「各委託年度ごとの比較

シミュレーション」について、中根小学校内学童の計算値は実態を反映したものと

は言えません。特に人件費の計算における常勤職員数・会計年度任用職員数は実態

とは異なり、恣意的に作り出しているようにも見えます。 

 

中根小学校内学童保育クラブについて 

まずは中根小内学童について数字を検証します。中根小内学童は受入上限数８０ 

名ですが、民営化後の受入数は上限の８０名を満たさず、７０名台となっています。

そのような場合、過去実績を見る限り常勤職員は３名で運用されることが多くなっ

ています。中根小内学童でも民営化以前の２０１３年～２０１６年は常勤３名で運

営されていますが、今回のシミュレーションでは４名となっています。 

下記は２０１３年から２０１９年の学童利用者７０名～７９名の各学童の人員

配置と人件費の表です。多くの学童で常勤職員が３名となっていることが分かりま

す。人件費が４，０００万円を超えているのは、太字の中根小内学童のシミュレー

ションの数値を除くと、２０１７年度のひもんや学童と２０１８年度の東山第二だ

けです。ひもんやは受入上限が１００名規模の学童で、２０１８年度の東山第二学

童は、次年度に東山第三学童ができるため、一時的に費用増となっていると認識し

ています。 



 

棒グラフにすると下記のようになります。左から人件費の高い順に並んでいま

す。濃い棒グラフが中根小内学童のシミュレーションで出た数値ですが、他の施

設よりも高額になっている事が分かります。シミュレーション期間に中根小内学

童に配慮の必要なお子さんはいませんでした。 

 
他の学童と同様に常勤職員を３名でシミュレーションをした場合、下記のよう

に費用削減ではなく費用増となります。常勤職員数以外は前回の文教・子ども委

員会で提出された数値を使っています。 



 

担当課長は委員会で「１，３００万円ということの検証、検証ということでや

っていくことが、果たしてどのぐらい意味があるのかというところもございます」

「こういうシミュレーションで、こういうシミュレーションでと、シミュレーシ

ョンを次々加えていくようなことは、逆に混乱を招く可能性もあるというふうに

考えてございます」と答えられていますが、削減額の検証をせずにコスト削減効

果は語れません。また、このシミュレーションは行政が自ら出してきたもので、

その透明性・客観性の担保は行政に課された説明責任です。 

下記に今回の陳情事項を記載します。 

 

【陳情事項】 

１ 中根小内学童のシミュレーションについて妥当性を客観的に提示してくださ

い。 

２ 中根小内学童含め、これまで民営化した学童が幾ら費用削減されたのか、正式

な回答をしてください。 

 

 

 


